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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両が高速道路を走行する場合において、高速道路にある施設を車両の現在位置からの
距離が近い順に並べて表示装置に対して表示する案内図表示手段と、
　前記車両の目的地までの案内経路が設定されている場合に、設定されている前記案内経
路を取得する経路取得手段と、を有し、
　前記案内図表示手段は、
　　　前記車両の目的地までの案内経路が設定されている場合には、前記施設の内、該施
設より退出する為の退出路から前記案内経路へと高速道路を通過して接続する経路が存在
しない施設については表示対象から除外した上で、車両の現在位置からの距離が近い順に
並べて表示装置に対して表示し、
　　　前記車両の目的地までの案内経路が設定されていない場合には、前記除外を行わず
に高速道路にある施設を車両の現在位置からの距離が近い順に並べて表示装置に対して表
示し、
　前記高速道路にある施設は、サービスエリア又はパーキングエリアを含み、
　前記退出路は、前記サービスエリア又はパーキングエリアから高速道路の本線へと退出
する為の取付道路である走行支援装置。
【請求項２】
　前記施設の退出路に含まれるリンクから進行方向に接続されているリンクを追跡するリ
ンク追跡手段を有し、
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　前記リンク追跡手段によって追跡されたリンクが高速道路のリンクを通過して前記案内
経路に含まれるリンクと接続しない場合に、前記施設の退出路から前記案内経路へと高速
道路を通過して接続する経路が存在しないと判定する請求項１に記載の走行支援装置。
【請求項３】
　前記リンク追跡手段によって追跡されたリンクが前記退出路から所定距離以内に前記案
内経路に含まれるリンクと接続しない場合に、前記施設の退出路から前記案内経路へと高
速道路を通過して接続する経路が存在しないと判定する請求項２に記載の走行支援装置。
【請求項４】
　コンピュータを、
　　　車両が高速道路を走行する場合において、高速道路にある施設を車両の現在位置か
らの距離が近い順に並べて表示装置に対して表示する案内図表示手段と、
　　　前記車両の目的地までの案内経路が設定されている場合に、設定されている前記案
内経路を取得する経路取得手段と、して機能させる為のコンピュータプログラムであって
、
　前記案内図表示手段は、
　　　前記車両の目的地までの案内経路が設定されている場合には、前記施設の内、該施
設より退出する為の退出路から前記案内経路へと高速道路を通過して接続する経路が存在
しない施設については表示対象から除外した上で、車両の現在位置からの距離が近い順に
並べて表示装置に対して表示し、
　　　前記車両の目的地までの案内経路が設定されていない場合には、前記除外を行わず
に高速道路にある施設を車両の現在位置からの距離が近い順に並べて表示装置に対して表
示し、
　前記高速道路にある施設は、サービスエリア又はパーキングエリアを含み、
　前記退出路は、前記サービスエリア又はパーキングエリアから高速道路の本線へと退出
する為の取付道路であるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高速道路にある施設を案内する走行支援装置及びコンピュータプログラムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、車両の走行案内を行い、運転者が所望の目的地に容易に到着できるようにしたナ
ビゲーション装置が車両に搭載されていることが多い。ここで、ナビゲーション装置とは
、ＧＰＳ受信機などにより自車の現在位置を検出し、その現在位置に対応する地図データ
をＤＶＤ－ＲＯＭやＨＤＤなどの記録媒体またはネットワークを通じて取得して液晶モニ
タに表示することが可能な装置である。更に、かかるナビゲーション装置では、特に自車
が高速道路を走行する場合には、高速道路にある施設（例えばパーキングエリア、サービ
スエリア、インターチェンジ等）を自車の現在位置からの距離が近い順に並べて表示した
案内図（以下、高速略図という）を表示することも行われている。また、上記機能はナビ
ゲーション装置以外にスマートフォン等のナビ機能を有する各種装置でも行われている。
【０００３】
　上記の高速略図を表示する場合には、車両の現在位置や地図情報を用いて高速略図で表
示対象とする施設を特定する必要がある。例えば特開２００５－３１５６２９号公報には
、車両が走行する高速道路の本線から分岐する連結路リンクの更に先につながっているリ
ンクを追跡し、ＳＡ（サービスエリア）やＰＡ（パーキングエリア）への誘導路であるＳ
Ａ／ＰＡリンクが接続されている場合に、該ＳＡ／ＰＡリンクに対応するＳＡやＰＡを表
示する技術が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２００５－３１５６２９号公報（第５－６頁、図２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、上記特許文献１に記載の技術によれば、例えば図１２に示すように車両１０１
が高速道路を走行する場合には、車両が目的地までの案内経路１０２上にある『○○ＩＣ
』や『××ＩＣ』に加えて、分岐する連結路リンク１０３にＳＡ／ＰＡリンクが接続する
『○×ＳＡ』についても高速略図の表示対象となる。その結果、図１３に示すように車両
１０１に搭載されたナビゲーション装置に表示される高速略図１０４には、車両１０１か
ら近い順に『○○ＩＣ』、『○×ＳＡ』、『××ＩＣ』が表示されることとなる。
【０００６】
　しかしながら、高速道路は走行可能な方向が予め決められているので、図１２に示すよ
うに分岐した連結路リンク１０３の先にあるＳＡやＰＡへと車両が一旦進入してしまうと
、案内経路１０２に戻ることができなくなる可能性がある。それにもかかわらず、上記特
許文献１では分岐した連結路リンク１０３の先にあるＳＡやＰＡについても表示対象とな
るので、ユーザが高速略図１０４を参照してＳＡやＰＡに進入した結果、案内経路１０２
に戻れなく事象が生じる虞があった。
【０００７】
　本発明は前記従来における問題点を解消するためになされたものであり、車両が高速道
路を走行する場合において、高速道路にある施設の内、車両が立ち寄ることによって目的
地までの走行に支障が生じる虞の高い施設については案内対象から除外することを可能に
した走行支援装置及びコンピュータプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するため本発明に係る走行支援装置は、車両が高速道路を走行する場合
において、高速道路にある施設を車両の現在位置からの距離が近い順に並べて表示装置に
対して表示する案内図表示手段と、前記車両の目的地までの案内経路が設定されている場
合に、設定されている前記案内経路を取得する経路取得手段と、を有し、前記案内図表示
手段は、前記車両の目的地までの案内経路が設定されている場合には、前記施設の内、該
施設より退出する為の退出路から前記案内経路へと高速道路を通過して接続する経路が存
在しない施設については表示対象から除外した上で、車両の現在位置からの距離が近い順
に並べて表示装置に対して表示し、前記車両の目的地までの案内経路が設定されていない
場合には、前記除外を行わずに高速道路にある施設を車両の現在位置からの距離が近い順
に並べて表示装置に対して表示し、前記高速道路にある施設は、サービスエリア又はパー
キングエリアを含み、前記退出路は、前記サービスエリア又はパーキングエリアから高速
道路の本線へと退出する為の取付道路である。
　尚、「高速道路にある施設」とは、高速道路上にある（即ち高速道路の一部を構成する
）施設（例えばインターチェンジ、ジャンクション）に加えて、高速道路に対して取付道
路等の他の道路を介して接続されるサービスエリア又はパーキングエリアも含まれる。
　また、「高速道路」には、高速自動車国道以外に、都市高速道路や自動車専用道路につ
いても含む。
【０００９】
　また、本発明に係るコンピュータプログラムは、車両が高速道路を走行する場合に高速
道路にある施設の案内を行うプログラムである。具体的には、コンピュータを、車両が高
速道路を走行する場合において、高速道路にある施設を車両の現在位置からの距離が近い
順に並べて表示装置に対して表示する案内図表示手段と、前記車両の目的地までの案内経
路が設定されている場合に、設定されている前記案内経路を取得する経路取得手段と、し
て機能させる。また、前記案内図表示手段は、前記車両の目的地までの案内経路が設定さ
れている場合には、前記施設の内、該施設より退出する為の退出路から前記案内経路へと



(4) JP 6855972 B2 2021.4.7

10

20

30

40

50

高速道路を通過して接続する経路が存在しない施設については表示対象から除外した上で
、車両の現在位置からの距離が近い順に並べて表示装置に対して表示し、前記車両の目的
地までの案内経路が設定されていない場合には、前記除外を行わずに高速道路にある施設
を車両の現在位置からの距離が近い順に並べて表示装置に対して表示し、前記高速道路に
ある施設は、サービスエリア又はパーキングエリアを含み、前記退出路は、前記サービス
エリア又はパーキングエリアから高速道路の本線へと退出する為の取付道路である。
【発明の効果】
【００１０】
　前記構成を有する本発明に係る走行支援装置及びコンピュータプログラムによれば、車
両が高速道路を走行する場合において、高速道路にある施設の内、車両が立ち寄ることに
よってその後に一般道を経由して再び高速道路に移動しなければならない等の目的地まで
の走行に支障が生じる虞の高いサービスエリア又はパーキングエリアについては案内対象
から除外することが可能となる。その結果、表示装置に表示されたサービスエリア又はパ
ーキングエリアを見たユーザが、誤った経路へと進入することを防止することが可能とな
る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施形態に係るナビゲーション装置を示したブロック図である。
【図２】本実施形態に係る走行支援処理プログラムのフローチャートである。
【図３】車両が走行する高速道路の本線に分岐が無い場合について説明した図である。
【図４】車両が走行する高速道路の本線に分岐がある場合について説明した図である。
【図５】分岐リンクの追跡方法について説明した図である。
【図６】施設の退出路からのリンクの追跡方法について説明した図である。
【図７】施設の退出路から追跡されたリンクが案内経路に接続しない場合について示した
図である。
【図８】図７の場合において液晶ディスプレイに表示される高速略図を示した図である。
【図９】施設の退出路から追跡されたリンクが案内経路に接続する場合について示した図
である。
【図１０】施設の退出路から追跡されたリンクが案内経路に接続する場合について示した
図である。
【図１１】図９又は図１０の場合において液晶ディスプレイに表示される高速略図を示し
た図である。
【図１２】従来技術の問題点について説明した図である。
【図１３】従来技術の問題点について説明した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明に係る走行支援装置をナビゲーション装置に具体化した一実施形態に基づ
き図面を参照しつつ詳細に説明する。先ず、本実施形態に係るナビゲーション装置１の概
略構成について図１を用いて説明する。図１は本実施形態に係るナビゲーション装置１を
示したブロック図である。
【００１３】
　図１に示すように本実施形態に係るナビゲーション装置１は、ナビゲーション装置１が
搭載された車両の現在位置を検出する現在位置検出部１１と、各種のデータが記録された
データ記録部１２と、入力された情報に基づいて、各種の演算処理を行うナビゲーション
ＥＣＵ１３と、ユーザからの操作を受け付ける操作部１４と、ユーザに対して車両周辺の
地図画像や施設に関する情報を表示する液晶ディスプレイ１５と、経路案内に関する音声
ガイダンスを出力するスピーカ１６と、記憶媒体であるＤＶＤを読み取るＤＶＤドライブ
１７と、プローブセンタやＶＩＣＳ（登録商標：Vehicle Information and Communicatio
n System）センタ等の情報センタとの間で通信を行う通信モジュール１８と、を有してい
る。
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【００１４】
　以下に、ナビゲーション装置１が有する各構成要素について順に説明する。
　現在位置検出部１１は、ＧＰＳ２１、車速センサ２２、ステアリングセンサ２３、ジャ
イロセンサ２４等からなり、現在の車両の位置、方位、車両の走行速度、現在時刻等を検
出することが可能となっている。ここで、特に車速センサ２２は、車両の移動距離や車速
を検出する為のセンサであり、車両の駆動輪の回転に応じてパルスを発生させ、パルス信
号をナビゲーションＥＣＵ１３に出力する。そして、ナビゲーションＥＣＵ１３は発生す
るパルスを計数することにより駆動輪の回転速度や移動距離を算出する。尚、上記４種類
のセンサをナビゲーション装置１が全て備える必要はなく、これらの内の１又は複数種類
のセンサのみをナビゲーション装置１が備える構成としても良い。
【００１５】
　また、データ記録部１２は、外部記憶装置及び記録媒体としてのハードディスク（図示
せず）と、ハードディスクに記録された地図情報ＤＢ３１や所定のプログラム等を読み出
すとともにハードディスクに所定のデータを書き込む為のドライバである記録ヘッド（図
示せず）とを備えている。尚、データ記録部１２をハードディスクの代わりにメモリーカ
ードやＣＤやＤＶＤ等の光ディスクにより構成しても良い。また、地図情報ＤＢ３１は外
部のサーバに格納させ、ナビゲーション装置１が通信により取得する構成としても良い。
【００１６】
　ここで、地図情報ＤＢ３１は、例えば、道路（リンク）に関するリンクデータ３３、ノ
ード点に関するノードデータ３４、施設に関する施設データ３５、地図を表示するための
地図表示データ、各交差点に関する交差点データ、経路を探索するための探索データ、地
点を検索するための検索データ等が記憶された記憶手段である。
【００１７】
　また、リンクデータ３３としては、道路を構成する各リンクに関してリンクの属する道
路の幅員、勾（こう）配、カント、バンク、路面の状態、道路の車線数、車線数の減少す
る箇所、幅員の狭くなる箇所、踏切り等を表すデータが、コーナに関して、曲率半径、交
差点、Ｔ字路、コーナの入口及び出口等を表すデータが、道路属性に関して、降坂路、登
坂路等を表すデータが、道路種別に関して、国道、県道、細街路等の一般道のほか、高速
自動車国道、都市高速道路、自動車専用道路、一般有料道路、有料橋等の有料道路を表す
データがそれぞれ記録される。更に、リンクデータ３３には、高速道路と一般道を接続す
る道路、並びに異なる高速道路同士を接続する道路に含まれるリンクを、連結路リンクと
して特定する情報についても含まれる。また、高速道路の本線から高速道路にある施設（
例えばサービスエリアやパーキングエリア等）へと進入する為の取付道路（進入路）、並
びに該施設から高速道路の本線へと退出する為の取付道路（退出路）に含まれる各リンク
を、ＳＡ／ＰＡリンクとして特定する情報についても含まれる。
【００１８】
　また、ノードデータ３４としては、実際の道路の分岐点（交差点、Ｔ字路等も含む）や
各道路に曲率半径等に応じて所定の距離毎に設定されたノード点の座標（位置）、ノード
が交差点に対応するノードであるか等を表すノード属性、ノードに接続するリンクのリン
ク番号のリストである接続リンク番号リスト、ノードにリンクを介して隣接するノードの
ノード番号のリストである隣接ノード番号リスト、各ノード点の高さ（高度）等に関する
データ等が記録される。
【００１９】
　また、施設データ３５としては、ナビゲーション装置１において出発地、目的地、案内
対象等となる施設に関する情報が記憶される。例えば、ホテル、旅館等の宿泊施設、ガソ
リンスタンド等の給油施設、ショッピングモール、スーパーマーケット、ショッピングセ
ンタ、コンビニエンスストア等の商業施設、テーマパーク、ゲームセンタ等の娯楽施設、
レストラン、バー、居酒屋等の飲食施設、公共駐車場等の駐車施設、交通施設、寺院、教
会等の宗教施設、美術館、博物館等の公共施設等の施設に関する情報が該当する。特に本
実施形態では高速道路にある施設（以下、高速道路施設という）に関する情報についても
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記憶されている。ここで、高速道路施設としては、高速道路上にある（即ち高速道路の一
部を構成する）施設（例えばインターチェンジ、ジャンクション）に加えて、高速道路に
対して取付道路等の他の道路を介して接続されることによって高速道路から進入退出が可
能な施設（例えばサービスエリア、パーキングエリア）についても含まれる。
【００２０】
　また、ナビゲーションＥＣＵ（エレクトロニック・コントロール・ユニット）１３は、
ナビゲーション装置１の全体の制御を行う電子制御ユニットであり、演算装置及び制御装
置としてのＣＰＵ４１、並びにＣＰＵ４１が各種の演算処理を行うにあたってワーキング
メモリとして使用されるとともに、経路が探索されたときの経路データ等が記憶されるＲ
ＡＭ４２、制御用のプログラムのほか、後述の走行支援処理プログラム（図２）等が記録
されたＲＯＭ４３、ＲＯＭ４３から読み出したプログラムを記憶するフラッシュメモリ４
４等の内部記憶装置を備えている。尚、ナビゲーションＥＣＵ１３は、処理アルゴリズム
としての各種手段を有する。例えば、案内図表示手段は、車両が高速道路を走行する場合
において、高速道路にある施設を車両の現在位置からの距離が近い順に並べて液晶ディス
プレイ１５に対して表示する。経路取得手段は、車両の目的地までの案内経路を取得する
。
【００２１】
　操作部１４は、走行開始地点としての出発地及び走行終了地点としての目的地を入力す
る際等に操作され、各種のキー、ボタン等の複数の操作スイッチ（図示せず）を有する。
そして、ナビゲーションＥＣＵ１３は、各スイッチの押下等により出力されるスイッチ信
号に基づき、対応する各種の動作を実行すべく制御を行う。尚、操作部１４は液晶ディス
プレイ１５の前面に設けたタッチパネルによって構成することもできる。また、マイクと
音声認識装置によって構成することもできる。
【００２２】
　また、液晶ディスプレイ１５には、道路を含む地図画像、高速略図、交通情報、操作案
内、操作メニュー、キーの案内、出発地から目的地までの案内経路、案内経路に沿った案
内情報、ニュース、天気予報、時刻、メール、テレビ番組等が表示される。尚、液晶ディ
スプレイ１５の代わりに、ＨＵＤやＨＭＤを用いても良い。
【００２３】
　また、スピーカ１６は、ナビゲーションＥＣＵ１３からの指示に基づいて案内経路に沿
った走行を案内する音声ガイダンスや、交通情報の案内を出力する。
【００２４】
　また、ＤＶＤドライブ１７は、ＤＶＤやＣＤ等の記録媒体に記録されたデータを読み取
り可能なドライブである。そして、読み取ったデータに基づいて音楽や映像の再生、地図
情報ＤＢ３１の更新等が行われる。尚、ＤＶＤドライブ１７に替えてメモリーカードを読
み書きする為のカードスロットを設けても良い。
【００２５】
　また、通信モジュール１８は、交通情報センタ、例えば、ＶＩＣＳセンタやプローブセ
ンタ等から送信された渋滞情報、規制情報、交通事故情報等の各情報から成る交通情報を
受信する為の通信装置であり、例えば携帯電話機やＤＣＭが該当する。
【００２６】
　続いて、前記構成を有するナビゲーション装置１においてナビゲーションＥＣＵ１３が
実行する走行支援処理プログラムについて図２に基づき説明する。図２は本実施形態に係
る走行支援処理プログラムのフローチャートである。ここで、走行支援処理プログラムは
車両のＡＣＣ電源(accessory power supply)がＯＮされた後に実行され、車両が高速道路
を走行する場合において、高速略図を表示することにより高速道路にある施設を案内する
プログラムである。尚、以下の図２にフローチャートで示されるプログラムは、ナビゲー
ション装置１が備えているＲＡＭ４２やＲＯＭ４３に記憶されており、ＣＰＵ４１により
実行される。
【００２７】
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　先ず、走行支援処理プログラムではステップ（以下、Ｓと略記する）１において、ＣＰ
Ｕ４１は、車両の現在位置を現在位置検出部１１の検出結果に基づいて取得する。尚、車
両の現在位置をリンク上に特定するマップマッチング処理についても行う。
【００２８】
　次に、Ｓ２においてＣＰＵ４１は、前記Ｓ１で特定された車両の現在位置と地図情報と
に基づいて、車両が高速道路を走行しているか否か判定する。尚、高速道路には、高速自
動車国道以外に、都市高速道路や自動車専用道路についても含むものとする。
【００２９】
　そして、車両が高速道路を走行していると判定された場合（Ｓ２：ＹＥＳ）には、Ｓ３
へと移行する。それに対して、車両が高速道路を走行していないと判定された場合（Ｓ２
：ＮＯ）には、当該走行支援処理プログラムを終了する。
【００３０】
　Ｓ３においてＣＰＵ４１は、前記Ｓ１で特定された車両の現在位置と地図情報とに基づ
いて、車両の現在位置から進行方向前方の所定距離以内（例えば１００ｋｍ以内）におい
て、車両が走行する高速道路の本線に対して分岐するリンク（以下、分岐リンクという）
があるか否かを判定する。尚、分岐リンクに該当するリンクとしては、“連結路リンク”
や“ＳＡ／ＰＡリンク”等がある。
【００３１】
　ここで、“連結路リンク”は、高速道路と一般道を接続する道路、並びに異なる高速道
路同士を接続する道路に含まれるリンクが該当する。また、“ＳＡ／ＰＡリンク”は、高
速道路の本線から高速道路にある施設（例えばサービスエリアやパーキングエリア等）へ
と進入する為の取付道路（進入路）、並びに該施設から高速道路の本線へと退出する為の
取付道路（退出路）に含まれるリンクが該当する。
【００３２】
　そして、車両の現在位置から進行方向前方の所定距離以内に分岐リンクがあると判定さ
れた場合（Ｓ３：ＹＥＳ）には、Ｓ５へと移行する。それに対して、車両の現在位置から
進行方向前方の所定距離以内に分岐リンクがないと判定された場合（Ｓ３：ＮＯ）には、
Ｓ４へと移行する。
【００３３】
　Ｓ４においてＣＰＵ４１は、地図情報に基づいて車両が走行する高速道路の本線にある
施設の施設情報を検索する。具体的には車両が走行する高速道路の本線上にある施設（例
えばインターチェンジ、ジャンクション）を検索する。
【００３４】
　例えば、図３に示すように車両５１が分岐リンクの無い高速道路を走行する場合には、
高速道路の本線５２上にある『○○ＩＣ』について検索対象となる。尚、前記Ｓ４の施設
情報の検索は、車両の現在位置から進行方向前方の所定距離以内（例えば１００ｋｍ以内
）に対して行う。その後、Ｓ１３へと移行する。Ｓ１３では後述のように前記Ｓ４で検索
された施設に関する情報を表示した高速略図を液晶ディスプレイ１５に表示する。
【００３５】
　一方、Ｓ５においてＣＰＵ４１は、地図情報に基づいて車両が走行する高速道路の本線
及び本線から分岐する分岐リンクにある施設の施設情報を検索する。具体的には車両が走
行する高速道路の本線及び分岐リンク上にある施設（例えばインターチェンジ、ジャンク
ション）と、高速道路の本線から分岐リンクを介して進入退出が可能な施設（例えばサー
ビスエリア、パーキングエリア）を検索する。尚、高速道路の本線から分岐リンクを介し
て進入退出が可能な施設とは、高速道路の本線に直接ＳＡ／ＰＡリンクが接続されている
施設（該ＳＡ／ＰＡリンクで進入退出が可能な施設）が該当する。尚、分岐リンクが複数
ある場合には、複数の分岐リンク毎に施設情報の検索を行う。
【００３６】
　例えば、図４に示すように車両５１が分岐リンクのある高速道路を走行する場合には、
高速道路の本線５２上にある『○○ＩＣ』と、本線５２にＳＡ／ＰＡリンク５３が接続す
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る『○×ＳＡ』とについて検索対象となる。前記Ｓ５の施設情報の検索は、車両の現在位
置から進行方向前方の所定距離以内（例えば１００ｋｍ以内）に対して行う。その後、Ｓ
６へと移行する。
【００３７】
　Ｓ６においてＣＰＵ４１は、車両が走行する高速道路の本線から分岐する分岐リンクの
内、特に連結路リンクを対象として、連結路リンクに対して進行方向に接続されるリンク
の追跡を行う。また、連結路リンクの進行方向においてリンクが更に分岐する場合には、
全ての分岐先に対して追跡を行う。尚、追跡する範囲は例えば進行方向に沿って４リンク
分又は所定距離以内（例えば１０ｋｍ以内）とする。例えば、図５に示すように車両５１
が走行する高速道路の本線５２に対して連結路リンク５４が分岐リンクとして接続されて
いる場合には、連結路リンク５４に対して進行方向（図５の矢印方向）に接続されるリン
クの追跡を行う。その結果、リンク５５やリンク５６が追跡対象となる。
【００３８】
　次にＳ７においてＣＰＵ４１は、前記Ｓ６で追跡した全てのリンクのリンク種別をリン
クデータ３３に基づいて取得する。尚、リンク種別としては、“連結路リンク”、“ＳＡ
／ＰＡリンク”等がある。
【００３９】
　その後、Ｓ８においてＣＰＵ４１は、前記Ｓ７で取得したリンク種別に基づいて、前記
Ｓ６で追跡したリンクに“ＳＡ／ＰＡリンク”が含まれるか否かを判定する。尚、前記Ｓ
６で判定対象となるのは、特に本線からサービスエリアやパーキングエリア等の施設に進
入する為の取付道路に含まれるＳＡ／ＰＡリンクとする。例えば、図６に示すように車両
５１が走行する高速道路の本線５２に対して連結路リンク５４が接続されている場合であ
って、連結路リンク５４に対して追跡範囲内に『○×ＳＡ』へ進入する為のＳＡ／ＰＡリ
ンク５７が接続されている場合には、前記Ｓ６で追跡したリンクに“ＳＡ／ＰＡリンク”
が含まれると判定される。
【００４０】
　そして、前記Ｓ６で追跡したリンクに“ＳＡ／ＰＡリンク”が含まれると判定された場
合（Ｓ８：ＹＥＳ）には、Ｓ９へと移行する。それに対して、前記Ｓ６で追跡したリンク
に“ＳＡ／ＰＡリンク”が含まれないと判定された場合（Ｓ８：ＮＯ）には、Ｓ１３へと
移行する。Ｓ１３では後述のように前記Ｓ５で検索された施設に関する情報を表示した高
速略図を液晶ディスプレイ１５に表示する。
【００４１】
　Ｓ９においてＣＰＵ４１は、ナビゲーション装置１において案内経路が設定されている
か否かを判定する。尚、案内経路はナビゲーション装置１によって設定された出発地（例
えば車両位置）から目的地までの推奨経路であり、例えば公知のダイクストラ法を用いて
探索される。
【００４２】
　そして、ナビゲーション装置１において案内経路が設定されていると判定された場合（
Ｓ９：ＹＥＳ）には、Ｓ１０へと移行する。それに対して、ナビゲーション装置１におい
て案内経路が設定されていないと判定された場合（Ｓ９：ＮＯ）には、Ｓ１２へと移行す
る。
【００４３】
　Ｓ１０においてＣＰＵ４１は、前記Ｓ８で含まれると判定された進入路側の“ＳＡ／Ｐ
Ａリンク”と同施設の退出路側の“ＳＡ／ＰＡリンク”を対象として、進行方向に接続さ
れるリンクの追跡を行う。例えば、図６に示すように車両５１が走行する高速道路の本線
５２に対して連結路リンク５４が接続されている場合であって、連結路リンク５４に対し
て追跡範囲内に『○×ＳＡ』へ進入する為のＳＡ／ＰＡリンク５７が接続されている場合
には、『○×ＳＡ』から本線へ退出する為のＳＡ／ＰＡリンク５８を対象として、進行方
向（図６の矢印方向）に接続されるリンクの追跡を行う。また、“ＳＡ／ＰＡリンク”の
進行方向においてリンクが分岐する場合には、全ての分岐先に対して追跡を行う。尚、追
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跡する範囲は例えば進行方向に沿って１０リンク分又は“ＳＡ／ＰＡリンク”から所定距
離以内（例えば１０ｋｍ以内）とする。また、一般道については追跡対象とせず、高速道
路に含まれるリンクのみを追跡対象とするのが望ましい。
【００４４】
　その後、Ｓ１１においてＣＰＵ４１は、ナビゲーション装置１で設定されている案内経
路を取得し、前記Ｓ１０で追跡したいずれかのリンクが、ナビゲーション装置１で設定さ
れている案内経路に含まれるいずれかのリンクに接続するか否か判定する。
【００４５】
　そして、前記Ｓ１０で追跡したいずれかのリンクが、ナビゲーション装置１で設定され
ている案内経路に含まれるいずれかのリンクに接続すると判定された場合（Ｓ１１：ＹＥ
Ｓ）には、Ｓ１２へと移行する。それに対して、前記Ｓ１０で追跡したいずれのリンクも
ナビゲーション装置１で設定されている案内経路に含まれるリンクに接続しないと判定さ
れた場合（Ｓ１１：ＮＯ）には、Ｓ１３へと移行する。Ｓ１３では後述のように前記Ｓ５
で検索された施設に関する情報を表示した高速略図を液晶ディスプレイ１５に表示する。
【００４６】
　従って、上記場合には前記Ｓ８で含まれると判定された“ＳＡ／ＰＡリンク”に対応す
る施設、即ち車両が走行する高速道路の本線から分岐せずに、連結路リンクから分岐する
ＳＡ／ＰＡリンクにより進入する施設については高速略図で表示対象とならない。例えば
、図７に示すように、『○×ＳＡ』から退出する為のＳＡ／ＰＡリンク５８から進行方向
に追跡した結果、案内経路である本線５２に接続できない場合には、『○×ＳＡ』は高速
略図の表示対象とならない。従って、図８に示すように液晶ディスプレイ１５に表示され
る高速略図６２では、『○○ＩＣ』の名称６３と『××ＩＣ』の名称６４のみが表示され
る。尚、高速略図６２では、施設の名称以外に到達までの所要時間や到達までの距離につ
いても表示しても良い。
【００４７】
　一方、Ｓ１２においてＣＰＵ４１は、地図情報に基づいて前記Ｓ８で含まれると判定さ
れた“ＳＡ／ＰＡリンク”に対応する施設（前記Ｓ８で含まれると判定されたＳＡ／ＰＡ
リンクにより進入する施設）の施設情報を検索する。例えば、図６に示す例において、『
○×ＳＡ』から退出する為のＳＡ／ＰＡリンク５８から進行方向に追跡した結果、最終的
に案内経路に接続されている場合には、『○×ＳＡ』の施設情報を検索する。
【００４８】
　その後、Ｓ１３においてＣＰＵ４１は、前記Ｓ５で検索された施設及び前記Ｓ１２で検
索された施設に関する情報を表示した高速略図を液晶ディスプレイ１５に表示する。
【００４９】
　従って、上記場合には前記Ｓ８で含まれると判定された“ＳＡ／ＰＡリンク”に対応す
る施設、即ち車両が走行する高速道路の本線から分岐せずに、連結路リンクから分岐する
ＳＡ／ＰＡリンクにより進入する施設についても高速略図での表示対象となる。例えば、
図９に示すように、『○×ＳＡ』から退出する為のＳＡ／ＰＡリンク５８から進行方向に
追跡した結果、案内経路である本線５２に接続する場合には、『○×ＳＡ』についても高
速略図の表示対象となる。尚、図１０に示すようにＳＡ／ＰＡリンク５８の進行方向にお
いて道路が分岐する場合には、分岐する少なくとも一の道路が案内経路である本線５２に
接続すれば、『○×ＳＡ』についても高速略図の表示対象となる。従って、図１０に示す
ように液晶ディスプレイ１５に表示される高速略図６２では、『○○ＩＣ』の名称６３と
『××ＩＣ』の名称６４に加えて『○×ＳＡ』の名称６５についても表示される。尚、表
示順は車両の現在位置から近い順となる。また、高速略図６２では、施設の名称以外に到
達までの所要時間や到達までの距離についても表示しても良い。
【００５０】
　以上詳細に説明した通り、本実施形態に係るナビゲーション装置１及びナビゲーション
装置１で実行されるコンピュータプログラムでは、車両が高速道路を走行する場合におい
て、高速道路にある施設を車両の現在位置からの距離が近い順に並べて表示した高速略図
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６２を液晶ディスプレイ１５に対して表示する場合に、車両の目的地までの案内経路を取
得し、高速道路にある施設の内、該施設より退出する為の退出路から案内経路へと接続す
る経路が存在しない施設については高速略図６２の表示対象から除外する（Ｓ１３）ので
、車両が立ち寄ることによって目的地までの走行に支障が生じる虞の高い施設については
案内対象から除外することが可能となる。その結果、高速略図６２に表示された施設を見
たユーザが、誤った経路へと進入することを防止することが可能となる。
【００５１】
　尚、本発明は前記実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲
内で種々の改良、変形が可能であることは勿論である。
　例えば、本実施形態では車両が高速道路を走行する場合においてＳ３以降の処理を実行
しているが、車両が高規格道路或いは高規格幹線道路を走行する場合においてＳ３以降の
処理を実行するようにしても良い。また、高速略図で表示対象とする施設として、サービ
スエリア、パーキングエリア、インターチェンジ、ジャンクション以外の施設も含めるこ
とも可能である。
【００５２】
　また、本発明はナビゲーション装置以外に、車両の走行案内画面の表示機能を有する装
置に対して適用することが可能である。例えば、ナビゲーション装置、携帯電話機、スマ
ートフォン、タブレット型端末等（以下、まとめて通信端末という）に適用することも可
能である。また、サーバと通信端末から構成されるシステムに対しても適用することが可
能となる。その場合には、上述した走行支援処理プログラム（図２）の各ステップは、サ
ーバと通信端末のいずれが実施する構成としても良い。
【００５３】
　また、本発明に係る走行支援装置を具体化した実施例について上記に説明したが、走行
支援装置は以下の構成を有することも可能であり、その場合には以下の効果を奏する。
【００５４】
　例えば、第１の構成は以下のとおりである。
　車両が高速道路を走行する場合において、高速道路にある施設を車両の現在位置からの
距離が近い順に並べて表示装置（１５）に対して表示する案内図表示手段（４１）と、前
記車両の目的地までの案内経路が設定されている場合に、設定されている前記案内経路を
取得する経路取得手段（４１）と、を有し、前記案内図表示手段は、前記車両の目的地ま
での案内経路が設定されている場合には、前記施設の内、該施設より退出する為の退出路
（５８）から前記案内経路へと高速道路を通過して接続する経路が存在しない施設につい
ては表示対象から除外した上で、車両の現在位置からの距離が近い順に並べて表示装置に
対して表示し、前記車両の目的地までの案内経路が設定されていない場合には、前記除外
を行わずに高速道路にある施設を車両の現在位置からの距離が近い順に並べて表示装置に
対して表示し、前記高速道路にある施設は、サービスエリア又はパーキングエリアを含み
、前記退出路は、前記サービスエリア又はパーキングエリアから高速道路の本線へと退出
する為の取付道路である。
　上記構成を有する走行支援装置によれば、車両が高速道路を走行する場合において、高
速道路にある施設の内、車両が立ち寄ることによって目的地までの走行に支障が生じる虞
の高い施設については案内対象から除外することが可能となる。その結果、表示装置に表
示された施設を見たユーザが、誤った経路へと進入することを防止することが可能となる
。
【００５５】
　また、上記第１の構成を有する走行支援装置によれば、車両が高速道路を走行する場合
において、高速道路にある施設の内、車両が立ち寄ることによってその後に一般道を経由
して再び高速道路に移動しなければならない等の目的地までの走行に支障が生じる虞の高
い施設については案内対象から除外することが可能となる。
【００５６】
　また、第２の構成は以下のとおりである。
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　前記施設の退出路（５８）に含まれるリンクから進行方向に接続されているリンクを追
跡するリンク追跡手段（４１）を有し、前記リンク追跡手段によって追跡されたリンクが
高速道路のリンクを通過して前記案内経路に含まれるリンクと接続しない場合に、前記施
設の退出路から前記案内経路へと高速道路を通過して接続する経路が存在しないと判定す
る。
　上記構成を有する走行支援装置によれば、車両が高速道路を走行する場合において、高
速道路にある施設の内、車両が立ち寄ることによってその後に元の案内経路に戻ることが
できない等の目的地までの走行に支障が生じる虞の高い施設については案内対象から除外
することが可能となる。
【００５７】
　また、第３の構成は以下のとおりである。
　前記リンク追跡手段（４１）によって追跡されたリンクが前記退出路（５８）から所定
距離以内に前記案内経路に含まれるリンクと接続しない場合に、前記施設の退出路から前
記案内経路へと高速道路を通過して接続する経路が存在しないと判定する。
　上記構成を有する走行支援装置によれば、車両が高速道路を走行する場合において、高
速道路にある施設の内、車両が立ち寄ることによってその後に目的地までの経路が極めて
遠回りになる等の目的地までの走行に支障が生じる虞の高い施設については案内対象から
除外することが可能となる。
【００５８】
　また、上記第１の構成を有する走行支援装置によれば、車両が高速道路を走行する場合
において、車両が立ち寄ることによって目的地までの走行に支障が生じる虞の高いサービ
スエリア又はパーキングエリアについては案内対象から除外することが可能となる。その
結果、表示装置に表示されたサービスエリア又はパーキングエリアの名称を見たユーザが
、誤った経路へと進入することを防止することが可能となる。
【符号の説明】
【００５９】
　　１　　　　　　　　ナビゲーション装置
　　１３　　　　　　　ナビゲーションＥＣＵ
　　１５　　　　　　　液晶ディスプレイ
　　３１　　　　　　　地図情報ＤＢ
　　４１　　　　　　　ＣＰＵ
　　４２　　　　　　　ＲＡＭ
　　４３　　　　　　　ＲＯＭ
　　５１　　　　　　　車両
　　５２　　　　　　　本線
　　５３、５７、５８　ＳＡ／ＰＡリンク
　　５４　　　　　　　連結路リンク
　　６２　　　　　　　高速略図
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